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来
日
本
大
渓
災
か
ら
…
年
以
上
が
経

過
し
た
五
月
十
七
日
、
被
災
地
の
ガ
レ

キ
処
理
に
関
す
る
緊
急
寒
河
が
参
院
議

円
以
会
館
で
問
問
か
れ
た
。
諸
制
は
、
ゴ
ミ

問
題
の
専
門
」
泳
で
被
災
地
の
現
地
調
介

を
続
け
て
い
る
潔
相
銀
仙
A
n
印
刷
究
所
願
問

の
青
山
火
一
氏
(
元
東
京
都
市
大
学
教

授
)
。
約
百
人
の
悶
会
議
員
や
一
地
方
議

日
開
れ
ら
を
前
に
背
山
氏
は
、
ガ
レ
キ
処
理

を
す
る
焼
却
泌
設
の
一
見
4

去
を
映
し
出

し
た
上
で
、
「
A
f
凶
の
力
レ
キ
処
躍
に

は
間
違
い
な
く
焼
却
炉
利
持
が
あ
る
」

と
言
い
切
っ
た
。

「
{
川
城
県
か
、
白
石
手
県
の
一
一
阪
刈
庁
に

か
け
て
、
二
十
七
基
も
の
仮
設
の
焼
却

総
認
を
悠
設
し
、
ガ
レ
キ
処
政
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
法
当
た
り

数
卜
億
円
か
ら
数
百
億
円
も
か
か
る
。

そ
れ
に
州
ゆ
え
て
政
府
は
、
九
七
附
各
地
で

の
広
域
処
刑
判
も
補
助
金
・
交
付
〈
み
を
エ

刊
に
ゴ
リ
抑
し
し
て
い
る
。
明
ら
か
な

こ
京
投
資
で
税
余
の
純
一
駄
で
す
」

環
境
符
の
試
算
に
よ
る
と
、
来
日
本

大
災
災
で
生
じ
た
災
山
正
日
除
染
物
の
処
叩
四

割
業
費
、
い
わ
ゆ
る
が
レ
キ
処
刑
社
設
川

は
地
方
負
担
分
も
合
め
る
と
、
災
に
約

…
兆
白
百
億
円
に
上
る
と
い
う
。
処
理

単
側
は
一
ト
ン
ボ
J
た
り
約
2

ハ
ゲ
川
と
い

う
計
数
で
、
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
一
次

災
の
同
の
三
倍
、
新
潟
中
越
地
袋
の
一
…

借
に
も
及
ぶ
額
だ
。
し
か
も
昨
九
十
の
段

階
か
ら
「
海
に
流
れ
出
た
ガ
レ
キ
を
無

視
し
て
い
る
」
「
ガ
レ
キ
議
を
水
消
し

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
指
摘
が
山
て
い

た
が
、
中
米
の
山
一
ι、
次
々
と
ガ
レ
キ
抵
の

過
大
な
見
積
も
り
が
明
ら
か
に
な
り
、

五
月
に
入
っ
て
村
外
市
品
川
市
・
宮
城
県
知

事
は
広
域
処
刑
制
の
い
刀
レ
キ
長
を
従
米
の

半
分
以
下
に
下
方
修
疋
し
て
い
る
。

処
理
以
早
川
州
と
処
M

税
法
と
い
う
一
一
重
の

水
増
し
に
よ
っ
て
一
兆
円
波
紋
に
ま
で

膨
れ
上
が
っ
た
カ
レ
キ
処
理
授
に
、
鉄

鋼
弁
札
争
中
心
と
す
る
焼
却
炉
メ
ー
カ

ー
が
群
が
る
摘
凶
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
焼
却
炉
バ
ブ
ル
」

こ
う
し
た
焼
却
か
建
設
の
実
態
は
、

大
き
な
津
波
被
話
を
受
け
た
川
百
子
山
県
の

三
欧
州
岸
か
ら
宮
城
限
信
仰
帥
ま
で
の
海

岸
沿
い
を
辿
る
と
、
尖
感
で
き
る

G

新

日
本
製
織
の
金
業
城
下
町
と
し
て
知
ら

れ
る
計
矛
県
釜
石
市
で
は
、
休
止
し
て

い
た
「
経
石
市
清
掃
工
場
」
の
新
日
鍛

製
内
的
融
炉
が
肖
稼
働
し
、
ガ
レ
キ
を
巡

搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
し
て
い
た
。

「
遊
休
施
設
だ
っ
た
浴
融
炉
が
再
稼
働

を
し
、
維
持
筒
却
費
が
入
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
新
日
鍛
に
と
っ
て

は
お
い
し
い
活
」
(
地
元
住
民
)
。

岡
市
寸
川
地
日
比
に
建
一
設
中
の
焼
却
炉

も
同
じ
く
新
日
餓
製
の
ー
が
融
炉
で
、
こ

ち
ら
は
一
け
二
十
ト
ン
税
皮
の
ガ
レ
キ

処
刑
引
を
行
う
予
定
。
新
川
の
液
散
が
で

ガ
レ
キ
処
理
を
す
る
体
制
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
高
温
で
ゴ
ミ
処
刑
判
を
す

る
資
制
炉
は
お
か
技
術
を
活
か
し
た
も

の
で
、
新
日
織
は
問
門
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
だ
。{

円
城
県
で
は
m
p必
附
部
の
…
且
刑
判
名
取
ブ

ロ
ッ
ク
の
泌
岸
沿
い
の
敷
地
に
建
設
さ

れ
た
焼
却
炉
は
川
崎
重
工
業
裂
。
川
県
の

処
理
業
予
三
附
け
負
っ
た
ア
ジ
タ
ら
建

ル
ザ
琴
引
か
ら
成
る
共
河
合
業
体

(
J
V
)

が
、
焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
に
発
h

汗
す
る
と

い
う
…
一
段
階
方
式
を
取
っ
て
い
る
。
右

外
担
叩
で
も
五
月
卜
ア
一
日
に
J
F
E
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
の
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル

ン
方
式
と
↑
一
一
変
市
一
仁
業
の
ス
ト
i
カ
方

式
の
焼
却
が
五
恭
が
ほ
ぼ
ρ
允
戒
し
、
火

入
れ
式
が
行
わ
れ
た
。

被
災
地
で
統
々
と
建
設
さ
れ
る
こ
れ

ら
焼
却
炉
は
、
専
門
炎J
か
ら
は
「
海
外

で
抽
出
設
し
た
場
令
に
比
べ
て
三
伯
も
高

い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
削
山
門
で
は
焼

却
炉
の
相
場
は
一
日
一
ト
ン
の
処
刑
川
能

力
当
た
り
五
千
万
円
だ
と
い
う
o
h巻

池
阪
の
五
基
の
処
迎
能
力
は
一
口
一
千

況
百
ト
ン
に
達
す
る
た
め
、
前
川
判
官
の
五

蒸
の
焼
却
炉
の
建
設
費
は
七
百
五
十
億

円
相
対
と
乱
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
内

外
側
格
来
八
月
の
五
百
億
円
と
い
う
仏
外

な
利
付
加
が
焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
に
流
れ
込

ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

結
果
と
し
て
、
被
災
地
は
名
だ
た
る

焼
却
炉
日
メ
ー
カ
ー
の
展
示
場
の
よ
う
な

様
相
を
弔
し
て
い
る
。
山
総
手
川
町
小
円
山
内
市

で
は
、
消
掃
工
場
敷
地
内
に
タ
ク
マ
の

焼
却
炉
が
姶
設
さ
れ
た
。
ん
円
城
県
山
本
部

地
区
に
は
J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
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を
ト
ッ

y
k
J
9ゐ
i
vか
山
城
川
火
札
、
け

の
処
川
業
務
を
部
札
。
仙
台
巾
で
は
列

土
地
区
に
日
力
法
船
チ
L

ー
ン
ス
ト
l

カ
炉
、
部
斗
地
以
に
は
J
F
E
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
製
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
炉
、

そ
し
て
υ汚
点
地
以
は
川
崎
震
工
製
ロ
ー

タ
リ
ー
キ
ル
ン
炉
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
焼
却
炉
バ
ブ
ル
」
と

も
呼
ぶ
べ
き
現
象
に
は
、
広
域
処
斑
と

い
う
ガ
レ
キ
処
刑
四
方
法
の
問
題
も
彩
脅

し
て
い
る
。
本
来
、
通
常
の
ゴ
ミ
処
現

と
同
仏
、
格
式
と
焼
却
が
セ
ッ
ト
と
な

る
ガ
レ
キ
の
焼
却
処
刑
引
は
各
自
治
体
内

で
の
焼
却
処
却
を
法
本
と
す
る
の
が
、

総
送
よ
も
設
備
能
力
上
も
最
も
効
率
が

良
い
の
は
い
、
ヱ
正
で
も
な
い
。
し
か
し
、

広
域
処
刑
制
と
す
る
こ
と
で
方
々
に
ガ
レ

キ
が
巡
搬
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
他
地
域
か
ら
持
ち
、
必
ま
れ

た
ガ
レ
キ
処
刑
引
の
た
め
、
新
た
に
焼
却

炉
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
焼
却

炉
迷
設
が
「
利
権
」
と
さ
れ
る
所
以
だ
。

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
提
案
通
り
に
妻
花

…一一

こ
の
焼
却
炉
バ
ブ
ル
の
動
き
を
前
川

の
も
山
氏
は
ラ
」
、
フ
切
り
拾
て
る
c

「
一
九
九
九
年
卜
当
日
時
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

汚
染
が
洲
町
出
と
な
っ
た
際
、
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
ら
は
そ
の
動
き
一
宇
逆
手
に
取
り
、

…
f
fオ
ヘ
シ
ン
が
は
と
ん
と
発
ル
忙
し

な
い
」
と
銘
打
っ
た
新
型
焼
却
炉
を

次
々
と
建
設
し
て
い
っ
た
。
今
凶
も
構

図
は
同
じ
。
ゴ
ミ
は
リ
吋
イ
ク
ル
や
リ

ユ
i
ス
を
し
た
方
が
服
山
川
創
出
効
果
な

ど
経
済
的
メ
リ
y
ト
が
大
き
い
こ
と
は

海
外
で
は
常
識
だ
が
、
日
本
に
は
そ
の

発
怨
は
な
く
、
相
変
わ
ら
ず
の
焼
却
王

義
で
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
を
潤
わ
せ
て
い
る
」

円
六
際
に
被
災
地
か
ら
は
、
ガ
レ
キ
を

焼
却
せ
ず
に
堤
防
の
基
礎
材
と
し
て
使

加
す
る
ム
日
開
的
な
ガ
レ
キ
処
別
案
な
ど

も
枕
ぜ
治
さ
れ
て
い
る
が
、
焼
却
、

ιぬ
を

と
る
凶
は
こ
れ
を
然
必
、
い
た
ず
ら
に

焼
却
炉
辺
設
を
助
長
し
て
い
る
。

実
は
、
今
凶
の
ガ
レ
キ
処
仰
が
焼
却

中
心
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
ら
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
ム
f
聞
の
ガ
レ
キ
広
域
処

取
は
、
…
一
村
山
引
火
祈
日
鉄
会
長
が
会
長

を
務
め
る
「
日
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業

協
議
会

(
J
A
P
I
C
)
」
の
川
町
家
に
沿

う
形
と
な
っ
て
い
る
。

J
A
P
I
Cは

昨
年
問
月
の
段
対
で
早
々
に
ガ
レ
キ
処

刑
仕
出
古
川
を
約
…
兆
円
と
試
算
。
同
年
六

月
一
…
ー
寸
七
日
に
は
、
傘
下
の
日
本
創
川
正

委
民
会
の
「
復
興
j
未
来
創
H
特
別
委

只
会
い
で
「
ガ
レ
キ
ル
ヤ
の
附
街
絡
に
よ

る
ぷ
回
日
処
理
体
制
構
築
」
と
い
っ
た
内

山
裕
を
成
山
口
込
ん
だ
「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
提
立
を
発
表
、
所
批
判
刊
の
環
境
特
な

と
関
係
各
方
罰
へ
の
ロ
ビ

l
活
争
を
展

開
し
て
き
た
。

J
A
P
I
C
の
会
員
企

業
に
は
新
日
織
を
μ
主
凱
に
、

J
F
E
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
…
一
会
話
]
、
口
川
忠

造
船
な
ど
の
焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
が
揃
っ

て
々
引
を
述
ね
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
復
旧

復
興
予
併
の
内
山
廿
は

松
山
立
耐
え
で
決
'
厄
さ

れ
た
。
力
レ
キ
処
卵

ト

h
J
I
1
A
J
γ
一
札
川
町
汁
べ
山
い
マ
ヲ
」
札
八

i
1
3
1
1
1
{
;
I
 

定
す
る
環
境
省
の
得

議
会
に
は
、
焼
却
に

批
判
的
な
専
門
家
は

一
人
も
入
ら
ず
、
非

公
開
削
と
さ
れ
て
い
た
。

環
境
省
は
途
中
か
ら

議
事
録
さ
〉
え
情
報
公

開
を
し
な
く
な
り
、

「
録
自
も
し
て
い
な

い
」
と
開
き
直
る
始

末
で
、
そ
の
決
{
遇

税
の
詳
細
を
窺
い
知

れ
な
い
が
、

J
A
P

I
C
の
従
一
一
百
と
そ
の

後
の
ガ
レ
キ
処
州
事

業
の
進
捗
は
、
あ
ま

り
に
符
合
し
渇
き
て
は
い
ま
い
か
。

深
刻
な
財
政
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、

一
兆
円
も
の
日
初
の
血
税
を
投
入
す
る

ガ
レ
キ
処
珂
事
業
は
、
い
ま
や
鉄
鋼
業

界
を
儲
け
さ
せ
る
ご
大
利
権
」
と
化

し
た
よ
う
だ
。
「
被
災
地
の
一
日
も
早

い
後
川
復
興
を
」
と
の
沼
氏
の
願
い
は

無
残
に
も
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
。
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